
「天皇代替わり問題」 学習会 

 

日時： 2019 年 4 月 7 日（日） 午後 4 時 ～7 時 

会場： 四谷二コラバレ 1 回会議室 

 

講演  「キリスト教は代替わりをどう考えるか」 

  講師 星出卓也牧師（日本長老教会西部柳沢キリスト教会・NCC 日本 

      基督教協議会靖国神社問題委員会委員長）  

  所感  「皇国民教育を受けた一カトリック信徒として」       

         太田英雄（元カトリック 20 条の会事務局） 

資料代： 500 円 

お願い： 日曜日の夕方ですが、ご参加ください。代替わり儀式は 4 月 30 日明 

 仁天皇退位、5 月 1 日新天皇即位（剣璽等承継の儀・即位後朝見の儀）、新元 

 号開始と始まり、10 月 22 日即位礼正殿の儀、11 月 14～15 大嘗祭、2020 年

立 

 太子の礼と 1 年かけて諸儀式が続きます。新天皇即位礼から、大嘗祭など、皇 

 室祭祀という宗教そのもの儀式を国事行為的に行ないます。諸々の意見がある 

 と思います、コメントをお寄せください。 

主催： カトリック東京教区正義と平和委員会   

       問合せ先：徳田教会大倉神父（03－3991 ｰ 2101） 

       所感・コメント送付先：mwa968abc＠yahoo.co.jp 

 


